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示 しており､反応波伝播の時間間隔が一定でなく時間変化 していることが判る｡ 反応
波の伝播に対する流れの様子は大別 して三つの時期に分けられる｡第-の時期は反応
波の伝播の間隔が比較的長い時期で､離散的な波の伝播に対応 して流れの方向の変化
が確認できる (図中*印)｡ 十分還元 した溶液中を一つの酸化波が伝播する場合 には
流体力学的な流れが発生し､被の通過 と伴にその方向が変化する事を別の実験で確認











な構造を推定 したところ､図4に示すようなプロファイルが得 られた｡ こうしたスパ
イラル波を励起 した溶液中で観測される周期振動流の発生メカニズムは明らかではな
いが､現時点で考えられるス トーリーとして､
1)反応波の周期的な通過により､反応溶液全体に及ぶ一方向性の流れが発生する0
2)発生 した流れは､伝播する反応波の波面の形状に変形 (垂直方向)を与える､
3)波面の変形が十分大きくなった時､その曲率の効果で反対方向の琉れが発生する｡
4)化学反応波の周期的通過による引き込み現象により､波の伝播周期とほぼ同期 し
た周期振動流が形成される､
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図3.振動涼によるパターンの
周期的変形と崩壊
図4.SpiralVavesに伴う周期振動流
発生のプロファイル
のように涜体現象と化学反応のパタ-ンダイナミクスが非線形に結合 していると考え
ることができる｡ しかし以上のス トーリーは､傍証はあるものの14)､曲率の効果に
よる流れの発生などの十分砕立していないメカニズムを基礎としており､推測の域を
まぬがれない｡ 今後の定量的な実験と定性的なモデルに基くシミュレーション等によ
り､各メカニズムを確立していく必要がある｡
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